
す
と
譲
歩
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
事

情
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

反
捕
鯨
勢
力
が
国
際
世
論
を
醸
成
し
、

今
や
調
査
捕
鯨
に
ま
で
「
悪
」
の
レ
ッ

テ
ル
を
貼
ろ
う
と
す
る
反
捕
鯨
団
体
や
、

鯨
や
イ
ル
カ
を
「
カ
リ
ス
マ
的
動
物
」

と
し
て
特
別
視
す
る
人
た
ち
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
科
学
の
範
ち

ゅ
う
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鯨
を
含
む「
カ
リ
ス
マ
的
動
物
」

に
対
す
る
規
制
の
強
化

　

Ｆ
Ａ
О
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
の

事
務
局
長
だ
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ィ
ウ

フ
に
よ
れ
ば
「
過
去
、
人
類
が
農
業
の

対
象
と
し
た
植
物
は
7
0
0
0
を
超

え
る
が
、
現
在
の
人
類
は
わ
ず
か
23
種

の
動
植
物
に
食
料
の
90
％
を
依
存
し
て

い
る
」
そ
う
で
す
。

 

「
多
様
性
の
維
持
」
こ
そ
が
食
料
安
全

保
障
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
す
が
、
す

で
に
極
端
な
モ
ノ
ポ
リ
ー
（
独
占
）
が

進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　

問
題
は
、
鯨
を
前
例
と
し
て
、
国
際

会
議
の
場
で
科
学
的
根
拠
の
な
い
ま
ま
、

あ
れ
も
ダ
メ
、
こ
れ
も
ダ
メ
と
絶
滅
危

惧
種
の
提
案
や
利
用
を
厳
し
く
制
限
す

る
提
案
が
続
出
し
、
ゾ
ウ
な
ど
の
大
型

の
陸
上
動
物
、
マ
グ
ロ
や
サ
メ
が
「
カ

リ
ス
マ
」
の
リ
ス
ト
に
加
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う
な
る
と
、

多
様
性
は
さ
ら
に
失
わ
れ
ま
す
。

　

ほ
ん
の
数
カ
国
の
主
要
食
料
生
産
国

が
小
麦
や
牛
肉
を
世
界
中
に
供
給
す
る

世
界
で
、
未
曽
有
の
干
ば
つ
や
家
畜
の

伝
染
病
が
発
生
す
れ
ば
、
人
類
は
危
機

的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
日
本
を
支
持
す
る
開
発

途
上
国
は
、
し
ば
し
ば
「
捕
鯨
は
国
家

主
権
の
問
題
」
と
発
言
し
ま
す
が
、
世

界
各
地
で
生
き
る
人
々
は
自
ら
の
意
思

に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
料
資
源
を

持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
権
利
が
あ

る
は
ず
で
す
。

 

「
カ
リ
ス
マ
的
」
と
い
っ
た
概
念
を
持

ち
込
め
ば
、「
私
た
ち
の
文
化
は
他
の

文
化
よ
り
勝
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
化

帝
国
主
義
的
な
議
論
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
鯨
に
つ
い
て
も
異
な
る
考
え
方
が

あ
る
。
意
見
の
相
違
が
あ
っ
て
も
相
手

を
尊
重
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
鯨
に
対

す
る
見
方
の
「
多
様
性
」
で
あ
り
、
ま

ず
は
こ
の
合
意
を
議
論
の
前
提
と
し
て

求
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

唐
突
な
商
業
捕
鯨
停
止
提
案
と

Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
の
多
数
派
工
作

　

今
で
は
反
捕
鯨
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
国
を
含
め
、
欧
米
諸
国
は
か
つ
て
鯨

油
を
目
的
と
す
る
捕
鯨
を
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
1
9
6
0
年
代
に
は

大
規
模
な
母
船
式
捕
鯨
を
展
開
し
て
乱

獲
状
態
と
な
り
、
危
機
感
を
も
っ
た
Ｉ

Ｗ
Ｃ
（
国
際
捕
鯨
委
員
会
）
が
資
源
管

理
を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
採
算
が
合
い

に
く
く
な
り
、
欧
米
諸
国
は
次
々
と
撤

退
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
残
っ

た
の
が
日
本
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
が
唐
突
に
商
業
捕
鯨
の
停

止
の
提
案
を
行
っ
た
の
は
、
1
9
7
2

年
6
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ

た
国
連
人
間
環
境
会
議
で
し
た
。

　

同
年
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
「
科
学
的
な
正
当

性
が
な
い
」
と
否
決
し
ま
す
が
、
国
際

社
会
で
「
鯨
を
救
え
」
と
い
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
、
環
境
保
護
や
動

物
愛
護
を
う
た
う
市
民
運
動
が
活
発
化

し
ま
す
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
内
で
は
反
捕
鯨
国
を

加
盟
さ
せ
る
形
で
多
数
派
工
作
が
行
わ

れ
た
結
果
、
1
9
8
2
年
に
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
が
採
択
さ
れ
、
大
型
鯨
類
の
商

業
捕
鯨
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
撤
廃
に
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
加
盟
国
の
75
％

以
上
の
賛
成
が
必
要
で
す
。

　

決
し
て
永
久
に
禁
じ
た
の
で
は
な
く
、

資
源
管
理
す
る
に
は
科
学
的
デ
ー
タ
が

不
十
分
だ
か
ら
暫
定
的
に
止
め
、
遅
く

と
も
1
9
9
0
年
ま
で
に
デ
ー
タ
を

集
め
て
ゼ
ロ
以
外
の
捕
獲
枠
を
検
討
す

る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
正
し
く
解
釈

す
れ
ば
、
商
業
捕
鯨
再
開
の
手
続
き
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　

日
本
政
府
は
こ
れ
に
従
っ
て
地
道
に

調
査
捕
鯨
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

捕
鯨
に
関
す
る
日
本
の
見
解
と

か
た
く
な
な
反
捕
鯨
国
の
姿
勢

　

日
本
政
府
の
見
解
は
、「
鯨
類
は
、

貴
重
な
水
産
資
源
で
あ
り
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
き
持
続
的
に
利
用
す
べ
き
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
鯨
種
に
よ
っ
て
は
十

分
な
資
源
量
が
あ
り
、
南
極
海
の
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
や
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
は
年
間
10

％
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
回
復
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
反

捕
鯨
国
に
と
っ
て
は
、
捕
鯨
国
に
科
学

的
デ
ー
タ
を
持
ち
出
さ
れ
て
も
や
す
や

●商業捕鯨を行う国（IWC加盟国）…ノルウェー、
アイスランドは、それぞれ商業捕鯨モラトリアムに
異議申し立てと留保を付すことで、モラトリアムに
従わず商業捕鯨を実施
●先住民生存捕鯨を行う国（IWC加盟国）…先
住民の生存に必要なものとして捕鯨を行う国。
IWCにより捕獲枠を認められている。
● IWCに加盟せず捕鯨を行う国…カナダ、インド
ネシア

カナダ（IWC非加盟）
●ホッキョククジラ

アイスランド
●ミンククジラ ・・・・・・・・・・・・24頭
●ナガスクジラ ・・・・・・・137頭

ノルウェー
●ミンククジラ ・・・・・・・・・736頭

ロシア／チュクチ原住民
●コククジラ ・・・・・・・・・・・・・・124頭

アメリカ／
アラスカのイヌイット
●ホッキョククジラ ・・・・・53頭

グリーンランド（デンマーク領）
●ナガスクジラ ・・・・・・・・12頭
●ミンククジラ ・・・・・・・157頭
●ザトウクジラ ・・・・・・・・・・・・・7頭

アメリカ／
マカ・インディア
●コククジラ
　（捕鯨停止中）

セントビンセント・
グレナディーン
●ザトウクジラ ・・・・・・2頭

日本
●ツチクジラ等（IWC対象種以外
の鯨）を商業的に捕獲している

インドネシア（IWC非加盟）
●マッコウクジラ

「多様性」が切り拓く
捕鯨の未来

日本は鯨の持続的利用を目指していますが、
反捕鯨の立場の国もあります。

鯨をめぐる対立に精通する東京海洋大学教授の森下丈二さんは
対立の先にある大きな問題を指摘します。

森下丈二さん
1957年生まれ。京都大学
卒業。82年農林水産省に
入省し、水産問題を担当。
現在、東京海洋大学海洋
政策文化学部門教授。

IWC日本政府代表・森下丈二さん

　ＮＧＯ「ウーマンズフォーラム魚」は、1993
年発足以来、鯨・魚食文化の大切さを伝える
活動をしています。中でも、全国の小学校で
続けている体験型の「クジラの授業」は100
回を超えました。
　また現在、持続的利用支持国でもある西ア
フリカ諸国の女性漁業者との活動にも力を入
れています。西アフリカでは、電気の供給不
足から、せっかく捕った魚が捨てられがちでし
た。そこで日本式の加工・保存法などを伝え、
本来のおいしさを知ってもらう取り組みを行って
います。こうしたことが現地の人々の食生活の
改善、就業機会の拡大にもつながっています。

上／アフリカの女性たちに魚
のすり身の作り方を実演する
白石ユリ子代表。
右／西アフリカ22カ国では女
性漁業関係者のネットワーク
（RAFEP）が設置されている。

全国の小学生に「ク
ジラから世界が見え
る」と題した授業を
行っている。

海の恵みの豊かさを日本の子どもやアフリカに伝えたい

撮影／島 誠

10July 201611 July 2016

■鯨の（推定）資源量

■商業捕鯨 /先住民生存捕鯨等を行っている国々

※注：捕獲頭数は2014年の実績（IWC）。
515,000頭

南極海

25,000頭

北西太平洋
～オホーツク海

90,000頭
北東大西洋

42,000頭

南極海索餌
海域の一部

22,000頭
北太平洋

22,000頭

東グリーンランド
～フェロー諸島

2,300頭
南極海

21,000頭
西部北太平洋

ミンククジラ（南極海はクロミンククジラ）

ニタリクジラ

ザトウクジラ

ナガスクジラ

シロナガスクジラ
資料：IWC　イラスト提供／日本鯨類研究所



調査捕鯨で
何が分かるの？

鯨資源の持続的利用の実現のため、
北西太平洋や南極海での
科学的データを収集する

調査捕鯨の内容をご紹介します。

　

捕
獲
枠
を
決
め
る
方
法
と
し
て
、
Ｉ

Ｗ
Ｃ
が
定
め
た
改
訂
管
理
方
式
（
Ｒ
Ｍ

Ｐ
）
が
あ
り
ま
す
。
管
理
海
区
ご
と
に

将
来
予
測
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
1
0
0
年
間
捕
獲
し
続
け
て
も

資
源
が
脅
か
さ
れ
な
い
捕
獲
時
期
・
海

域
・
頭
数
を
特
定
す
る
も
の
で
す
。

　

日
本
政
府
は
調
査
デ
ー
タ
を
積
み
重

ね
な
が
ら
、
こ
の
方
式
が
南
極
海
や
北

西
太
平
洋
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
Ｉ
Ｗ
Ｃ

で
は
資
源
量
が
豊
富
で
も
捕
鯨
を
認
め

な
い
国
が
多
数
を
占
め
、
数
の
力
を
使

っ
て
適
用
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。
調
査

捕
鯨
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
の
仲
間
作
り
と
セ

ッ
ト
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

捕
獲
す
る
こ
と
で
分
か
る

資
源
の
将
来
動
向
や
食
性

　

日
本
政
府
は
資
源
管
理
に
必
要
な
科

学
的
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
国
際
捕

鯨
取
締
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
、
北
西

太
平
洋
と
南
極
海
で
鯨
類
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

北
西
太
平
洋
で
は
、
主
に
鯨
と
漁
業

と
の
魚
を
め
ぐ
る
競
合
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
南
極
海
で
は
主
に

ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
を
対
象
と
す
る
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
源
量
が
豊
富

と
み
な
さ
れ
、
持
続
的
な
利
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
鯨
種
で
す
。

　

実
際
の
調
査
を
担
う
の
は
、
日
本
政

府
の
特
別
許
可
を
得
た
一
般
財
団
法
人

日
本
鯨
類
研
究
所
で
す
。

　

主
に
二
つ
の
調
査
を
組
み
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
目
視
で
鯨
の
数
を
カ

ウ
ン
ト
し
て
調
査
海
域
に
生
息
す
る
頭

数
（
資
源
量
）
を
推
定
す
る
目
視
調
査

で
、
あ
る
時
点
で
の
資
源
量
が
分
か
り

ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
捕
獲
調
査
で
す
。
目
視

調
査
で
頭
数
が
つ
か
め
て
も
、
個
々
の

鯨
の
正
確
な
年
齢
ま
で
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
持
続
可
能
な
捕
獲
量
を
計
算
す
る

に
は
目
視
で
得
た
現
在
の
生
息
数
だ
け

で
な
く
、
将
来
の
変
動
を
予
測
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
鯨
種
が
全
体
と

し
て
高
齢
化
し
て
い
れ
ば
今
後
、
減
少

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
ま

た
若
い
個
体
が
多
く
て
も
栄
養
状
態
が

に
く
い
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
鯨
を
捕
獲
し
、

耳
垢
栓
か
ら
年
齢
を
査
定
し
た
り
、
生

殖
腺
か
ら
成
熟
度
を
調
べ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
表
皮
の
D
N
A
で
資

源
管
理
に
必
要
な
情
報
で
あ
る
繁
殖
集

団
の
広
が
り
を
調
べ
た
り
、発
信
機（
衛

星
標
識
）
を
つ
け
て
回
遊
を
把
握
し
た

り
す
る
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ち
密
な
調
査
を
重
ね

将
来
の
捕
獲
枠
を
決
め
る

　

こ
れ
ら
の
科
学
的
調
査
の
成
果
と
し

て
、
例
え
ば
南
極
海
で
は
ク
ロ
ミ
ン
ク

ク
ジ
ラ
の
資
源
が
安
定
し
て
い
る
こ
と

や
、
近
年
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
な
ど
ほ
か
の

鯨
種
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に

よ
っ
て
将
来
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の

餌
環
境
が
脅
か
さ
れ
て
そ
の
資
源
の
動

向
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
否
定

で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
資
源
管
理
を
す

る
う
え
で
重
要
な
事
実
が
分
か
っ
て
き

●鯨類の摂餌生態および生態系の研究
●鯨類および海洋生態系における環境汚染物質
のモニタリング
●鯨類の系群構造の解明

調査目的

●ミンククジラ ・・・・・220頭 ●イワシクジラ・・・・・・100頭
●ニタリクジラ・・・・・・・50頭 ●マッコウクジラ ・・・・10頭捕獲頭数

●RMP（改訂管理方式）を適用したクロミンククジ
ラの捕獲枠算出のための生物学的および生態
学的情報の高精度化

●生態系モデルの構築を通じた南極海生態系の
構造および動態の研究

調査目的

●資源管理すべきクロミンククジラの2つの繁殖
集団を特定

●クロミンククジラ資源は高水準で安定する一方、
ザトウクジラとナガスクジラ資源は1990年代以
降急速に回復

●これら鯨資源の変動や鯨の生物データを通じ
て、鯨を含む南極海生態系の構造が大きく変
化している事実を提示

過去の
調査で
分かった
こと

●資源管理すべき鯨3種（ミンククジラ、ニタリク
ジラおよびイワシクジラ）の繁殖集団を特定
●鯨による漁業対象種の捕食量と日本周辺の鯨
の分布量を用いて、漁業との競合について詳
しく定量的に分析
●漁獲対象魚種の交替（レジームシフト）と鯨の
捕食を考慮し、日本周辺の海洋生態系の構造
を分析・提示

過去の
調査で
分かった
こと

●クロミンククジラ ・・・・・・・・333頭捕獲頭数

調査捕鯨の海上生活

1993年に水産大学校を卒
業後、共同船舶株式会
社に入社。航海士、砲手
として調査捕鯨に関わり、
2013年に船長に就任。

大越親
ちか  ま さ

正さん

捕獲した鯨の胃の内容物等から、鯨の
食性や摂餌量を調べる摂餌生態の調査。

捕獲した鯨は１頭ずつ詳細な
データを記録していく。

日本の調査捕鯨
の調査母船「日
新丸」は、共同
船舶が保有する。

呼吸をするために水面を浮上してくる鯨を見逃
さないように双眼鏡を使って一日中目視による
観察を続ける。

鯨の調査では、DNA情報等の収集を目的としたバイオプシー試料の採集（非
致死的調査）も行っている。

■第Ⅱ期北西太平洋鯨類捕獲調査（2000年開始）

■新南極海鯨類科学調査（2015/16年開始）

海の食物連鎖の頂点にいる鯨だけが増えて生態系が崩れ
れば、漁業に深刻な影響が及ぶ。

カタクチイワシ

オキアミ

サンマ

イカ

クジラ 漁業

競
合

■北西太平洋における競合の模式図

スケトウダラ

調査捕鯨

悪
く
、
成
熟
が
遅
れ
が
ち
だ
と
増
え
↘

て
い
ま
す
。
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　南極海への航海は5カ月にわたり、赤道通過や正月など
の節目にはささやかな宴会を執り行います。昔の捕鯨船は
大部屋でしたが、今は個室があり、ずいぶん快適になりま
した。船室には鯨を祭る神棚があります。母船と船団を組
むキャッチャー（目視採集船）の乗員は20名です。目視す
る者は、大型の鯨種であれば、5～ 6マイル先、水平線
の向こうから上がる噴気で鯨種が分かります。操船する者
は、鯨の死に至る時間を短くするため、「鉄砲さん」と呼
ばれる砲手が撃ちやすい位置に船をつけられるよう腕を磨
いています。商業捕鯨ができない中で、調査捕鯨を止めて
しまえば、これらの技術は失われ、復活させるのは難しいで
しょう。反捕鯨団体が妨害行動を始めると夜間も気が休ま
らず、回避に労力を奪われるなど厳しい局面もありますが、
皆、使命感を持って仕事に取り組んでいます。

大越船長に
聞いた

写真提供／日本鯨類研究所

※2014年以降は目的を絞り込み、捕獲頭数をミンククジラ102頭、
イワシクジラ90頭、ニタリクジラ25頭に変更


